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一般社団法人 全国上下水道コンサルタント協会の変遷
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　国民生活の向上、産業の拡大成長に不可欠の上下水道整備充実は、
国及び地方公共団体において、重要施策としてかかげられ、その推
進が積極的に行われている。
　このすう勢に対応し、昭和30年代から上下水道関係コンサルタン
ト会社が創設され、各地方公共団体における施設整備の増大する需
要にこたえてきた。その後人材養成等各社の共通的な課題を解決す
るため、地区単位でグループ活動を行う気運が高まり、昭和46年に
中部地区に水コンサルタント協議会が創設されたのを皮切りに、各
地区に協議会が誕生し、地区行政支局からの密接な指導のもとに当
面の諸問題を解決し、かつ、各社が健全な発展を図ることができる
よう努力してきた。これらの地区協議会は、夫々の地区の独立団体
であり、その活動も地域的に限られ、必要な技術情報等の交換につ
いても円滑を欠く状況にあったため、昭和49年全国上下水道コンサ
ルタント協議会連合会を発足させ、業界の総力を結集して、国及び
地方公共団体への要望活動、他分野のコンサルタントとの協力関�
係の緊密化など対外活動も合わせて積極的に活動を行ってきた。し
かし、この連合会も地区協議会を母体としていたため、その地域性
の障壁を払拭する必要が求められ、昭和56年に全国上下水道コンサ
ルタント協会（水コン協）が設立され、会員資格を限定し、全国組�
織としての形態を備えるに至った。
　国の経済が安定成長期に入るにつれ、量的拡大から質的充実へと
政策の転換が図られ、国民的意識の多様化、技術革新のテンポの高
まりもあり、上下水道関係事業の推進にあたって環境問題をはじめ
とする各種の分野にまたがる課題が増加し、これらの解決方策の検
討にあたり新技術の研究開発、知識情報の共同他、人材の育成確保
等が上下水道コンサルタント業界にも強く求められるようになった。
　このように広範多岐にわたり行政及び上下水道コンサルタント業
界に求められている時代の要請にこたえていくためには、個々の努
力では、すでに限界が見え、中心となって実行していく組織が必要
となり、昭和60年4月1日に、上下水道コンサルタント関係業者が
一体となって上下水道に関する技術の改善向上等につとめ、上下水
道コンサルタント業の健全な発展を図り、もって上下水道事業の推
進に貢献することにより広く社会公共の福祉の増進に寄与すること
を目的とし、厚生省並びに建設省の許可を得て、社団法人「全国上
下水道コンサルタント協会」（水コン協）が設立されました。
　平成23年11月１日には、公益法人制度改革の下、「一般社団法人」
へ移行し、現在に至っております。


